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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年11月26日(2020.11.26)

【公表番号】特表2019-536549(P2019-536549A)
【公表日】令和1年12月19日(2019.12.19)
【年通号数】公開・登録公報2019-051
【出願番号】特願2019-527518(P2019-527518)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/49     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/496    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   13/49     ４１３　
   Ａ６１Ｆ   13/496    　　　　
   Ａ６１Ｆ   13/49     ３１５Ｚ
   Ａ６１Ｆ   13/49     ３１５Ａ
   Ａ６１Ｆ   13/49     ３１２Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年10月19日(2020.10.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３つ以上の異なるサイズの成人ユーザのための使い捨てパンツ型吸収性物品（１）を備
える製品のアレイであって、前記アレイは、
　複数の第１の使い捨てパンツ型吸収性物品を備える第１のパッケージと、
　複数の第２の使い捨てパンツ型吸収性物品を備える第２のパッケージと、
　複数の第３の使い捨てパンツ型吸収性物品を備える第３のパッケージと、を備え、
　前記第１の使い捨てパンツ型吸収性物品、前記第２の使い捨てパンツ型吸収性物品およ
び前記第３の使い捨てパンツ型吸収性物品のそれぞれは、前方部分（３）および後方部分
（４）を有するシャーシと、前記シャーシに取り付けられた吸収性本体（５）と、を備え
、かつ長さ方向（ｙ）および幅方向（ｘ）を有し、
　前記前方部分および前記後方部分は、前記吸収性本体を用いて相互に接続される個別の
部分で作られ、
　前記後方部分は、湾曲した弾性レッグ機構（２４）を備え、
　前記第１の使い捨てパンツ型吸収性物品の前記前方部分および前記後方部分のサイズは
、前記第２の使い捨てパンツ型吸収性物品の前記前方部分および前記後方部分のサイズよ
り小さく、
　前記第３の使い捨てパンツ型吸収性物品の前記前方部分および前記後方部分のサイズは
、前記第２の使い捨てパンツ型吸収性物品の前記前方部分および前記後方部分のサイズよ
り大きく、前記前方部分および前記後方部分のそれぞれは、ウエスト縁部（７、８）と、
一対のレッグ縁部（９、１０；１３、１４）と、一対の側縁部（１１、１２；１５、１６
）と、を有し、前記使い捨てパンツ型吸収性物品が全く伸びきった状態にあるとき、前記
長さ方向（ｙ）における前記前方部分の前記レッグ縁部と前記後方部分の前記レッグ縁部
との間の距離（Ｋ）は、パッケージのアレイの全ての使い捨てパンツ型吸収性物品に対し
て共通であり、前記距離（Ｋ）は、前記側縁部のうちの１つによって測定され、
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　前記使い捨てパンツ型吸収性物品が全く伸びきった状態にあるとき、前記長さ方向（ｙ
）における前記後方部分の上に前記湾曲した弾性レッグ機構（２４）を固定するための接
着層の範囲は、前記製品のアレイの全ての使い捨てパンツ型吸収性物品に対して共通であ
り、および／または
　前記使い捨てパンツ型吸収性物品が全く伸びきった状態にあるとき、前記第１の使い捨
てパンツ型吸収性物品、前記第２の使い捨てパンツ型吸収性物品および前記第３の使い捨
てパンツ型吸収性物品は、前記長さ方向（ｙ）において前記後方部分の上の前記湾曲した
弾性レッグ機構（２４）の共通するピークからピークまでの距離（Ｃ）を有する、製品の
アレイ。
【請求項２】
　前記後方部分の前記弾性レッグ機構は、少なくとも部分的に前記後方部分の前記レッグ
縁部に沿って走る経路に沿って延び、前記経路は、前記経路の少なくとも一部分にわたっ
て前記幅方向に対して傾斜している、請求項１に記載の製品のアレイ。
【請求項３】
　前記幅方向に対する前記後方部分の前記弾性レッグ機構の前記経路の角度は、３～４５
度の範囲内である、請求項２に記載の製品のアレイ。
【請求項４】
　前記後方部分の前記弾性レッグ機構は、前記後方部分の前記側縁部から前記物品の縦方
向中心線に向かって延びる、請求項１～３のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【請求項５】
　前記吸収性本体の長さ（Ｇ）方向（ｙ）および幅（Ｆ）方向（ｘ）における寸法は、前
記製品のアレイの全ての使い捨てパンツ型吸収性物品に対して共通である、請求項１～４
のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【請求項６】
　前記長さ方向における前記吸収性物品の横方向中心線と前記後方部分の中の前記吸収性
本体の縁部との間の距離（Ｅ）は、前記製品のアレイの全ての使い捨てパンツ型吸収性物
品で同一である、請求項１～５のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【請求項７】
　前記前方部分および前記後方部分は、少なくとも部分的にウエスト開口部および一対の
レッグ開口部を定めるように対向する側縁部で互いに接合され、前記吸収性本体は、前記
物品の股部分に位置している、請求項１～６のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【請求項８】
　前記後方部分の前記弾性レッグ機構は、２から１０本の個別の弾性糸のセットを備える
、請求項１～７のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【請求項９】
　前記個別の弾性糸は、略平行に位置しており、互いから離れている、請求項８に記載の
製品のアレイ。
【請求項１０】
　前記弾性レッグ機構は、弾性バンドを備える、請求項１～７のいずれか１項に記載の製
品のアレイ。
【請求項１１】
　少なくとも前記前方部分および／または前記後方部分は、弾性ウェブ材料で作られ、前
記弾性ウェブ材料は、共に積層される少なくとも２つのウェブ材料の実質的な非弾性シー
トで作られ、前記少なくとも２つのウェブ材料のシートの間に挟まれる弾性機構を有し、
前記弾性機構は、前記幅方向に伸縮性のあるウェブ材料を提供するために、張力をかけた
状態で前記少なくとも２つのウェブ材料のシートに前記幅方向で取り付けられる、請求項
１～１０のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【請求項１２】
　前記弾性機構は、前記長さ方向および前記幅方向の両方に延びる弾性フィルムを備える
、請求項１１に記載の製品のアレイ。
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【請求項１３】
　内部の前記使い捨てパンツ型吸収性物品のサイズを表示する外部マークが、パッケージ
の上に設けられる、請求項１～１２のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【請求項１４】
　使い捨てパンツ型吸収性物品は、パンツ型おむつまたは生理用パンツまたは失禁用パン
ツである、請求項１～１３のいずれか１項に記載の製品のアレイ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　製品のアレイのさらなる実施形態によれば、前記幅方向に対する前記後方部分の前記弾
性レッグ機構の前記経路の角度は、３～４５度の範囲内、具体的には５～３０度の範囲内
、より具体的には５～２０度の範囲内である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　製品のアレイの１つの代替的な実施形態によれば、少なくとも前記前方部分および／ま
たは前記後方部分は、広く弾性織物材料で作られ、前記弾性織物材料は、共に積層される
少なくとも２つの織物材料の実質的な非弾性シートで作られ、前記少なくとも２つの織物
材料のシートの間に挟まれる弾性機構を有し、前記弾性機構は、前記幅方向に伸縮性のあ
る織物材料を提供するために、張力をかけた状態にある前記少なくとも２つのシートに前
記幅方向で取り付けられる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　弾性レッグ部品２４および弾性ウエスト部品２３がそれぞれウエスト縁部７、８および
レッグ縁部９、１０、１３、１４に近い位置に固定されている場合、上記の縁部に沿って
フリルが作られないように、非伸縮性の織物材料は、レッグ縁部およびウエスト縁部で利
用することができない。レッグ縁部における大量の材料は、ユーザによって不快なものと
して認識されかねず、物品が従来の下着と似ていないという印象をユーザに与えかねない
ので、これは有利である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　さらに、図３を参照して上述したように、弾性ウエスト部品２３および弾性レッグ部品
２４を織物材料の縁部の近くに固定するプロセス、すなわちこの場合には、それぞれウエ
スト縁部７、ウエスト縁部８およびレッグ縁部９、１０、１３、１４の近くに固定するプ
ロセスは、製造ラインの製造上の公差に起因して困難であることを留意されたい。物品の
縁部に沿う、すなわちウエスト縁部、レッグ縁部および股縁部に沿う弾性要素の提供は、
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よくフィットした失禁用物品のような吸収性物品に貢献する。このような弾性要素には、
通常、ウエスト縁部、レッグ縁部および２つの股縁部に沿って配置される多数の弾性糸が
設けられている。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　さらに、バックシートは、単一の層によって形成されており、代替的には、少なくとも
１つの層が流体不透過性である多層構造、すなわち積層体によって形成することができる
。さらに、バックシートは、任意選択的には、いずれかの方向に弾性を有することができ
る。さらなる実施形態によれば、バックシートは、通気性を有することができ、空気およ
び蒸気がバックシートを通過できることを意味する。さらに、バックシートは、任意選択
的には、不織布のような織物材料の外側の、衣服に対向する表面を有することができる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　上述したように、前方弾性部品および後方弾性部品を形成する少なくとも弾性糸の位置
付けおよび弾性特性は、様々な骨格および吸収性製品に関するその他の要求に適合された
物品を提供するために変えることができる。パンツ型吸収性物品１の製造ラインの例示的
な実施形態を図３に概略的に図示する。織物材料の第１の連続シート３８は、第１のウェ
ブ部３８ａおよび第２のウェブ部３８ｂを形成するように、長手方向に供給され、また分
割される。第１のウェブ部３８ａは、吸収性物品１の前方部分３のためのバックシートの
土台を形成する。一方、第２のウェブ部３８ｂは、後方部分４のためのバックシートの土
台を形成する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　弾性材料のストリップ３９、４０、４１、４２、４３、４４は、織物材料の連続シート
３８ａおよび連続シート３８ｂにのり付けられるか、またはその他の方法で固定すること
ができ、上記のストリップは、図１および図２を参照して上述したように吸収性物品１の
弾性ウェブ機構を形成することを意図されている。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　次に、織物材料のさらなる連続シート４５は、第３のウェブ部４５ａおよび第４のウェ
ブ部４５ｂを形成するために、長手方向に供給され、分割される。第３のウェブ部４５ａ
は、前方部分３のためのトップシートの土台を形成する。一方、第４のウェブ部４５ｂは
、後方部分４のためのトップシートの土台を形成する。
【誤訳訂正１０】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　その吸収性コア１７を有する股部分５（図１参照）を形成するために、織物材料の第３
の連続シート４６が供給され、股部分５のためのバックシートの土台を形成する。吸収性
コア１７は、次いで第３の連続シート４６の上に置かれる。また、弾性材料の第７のスト
リップ４７および第８のストリップ４８も織物材料の第３のシート４６の上に置かれる。
弾性材料の第７のストリップ４７は、第１の吸収性本体弾性体２５（図１および図２参照
）の土台を形成する。一方、弾性材料の第８のストリップ４８は、第２の吸収性本体弾性
体２６の土台を形成する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　次に、織物材料の第４の連続シート４９が供給され、第１のウェブ部３８ａ、第２のウ
ェブ部３８ｂ、第３のウェブ部４５ａおよび第４のウェブ部４５ｂを参照して上述したも
のと似た方法で適切に第３の連続シート４６に接合される。このプロセスの間、吸収性コ
ア１７だけでなく弾性材料の第７のストリップ４７および第８のストリップ４８も、上記
の織物材料の第３の連続シート４６と上記の織物材料の第４の連続シート４９との間に挟
まれる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　さらなる製造ステップでは、織物材料の第３のシート４６、織物材料の第４のシート４
９および吸収性コア１７を用いて形成されたウェブは、個別のピース５２に切断され、そ
れぞれは、第１のウェブ部３８ａおよび第２のウェブ部３８ｂと第３のウェブ部４５ａお
よび第４のウェブ部４５ｂとによって形成されたウェブに続いて取り付けられる上述した
股部分５を形成する。この点について、股部分５は、前方部分３および後方部分４に橋渡
しをするように、かつ完成した吸収性物品の土台を形成するように所定の距離に置かれる
。図３に示すように、股部分５を形成するピース５２は、前方部分および後方部分を形成
するウェブに対して横方向に置かれる。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　次の製造ステップでは、レッグ開口部５５が、完成した吸収性物品のシャーシを形成す
る積層された織物材料から切り取られる。この切断は、２つの対向するローラを使用する
圧延切断（rolling cutting）のような任意の種類の適切な切断装置（図３では図示しな
い）によって行うことができる。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　製品のアレイのさらなる実施形態によれば、幅方向に対する後方部分の弾性レッグ機構
の経路の角度は、３～４５度の範囲内、具体的には５～３０度の範囲内、より具体的には
５～２０度の範囲内である。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
　製品のアレイ（図示しない）の１つの代替的な実施形態によれば、少なくとも前方部分
および／または後方部分は、広く弾性織物材料で作られ、弾性織物材料は、共に積層され
る少なくとも２つの織物材料の実質的な非弾性シートで作られ、少なくとも２つの織物材
料のシートの間に挟まれる弾性機構を有し、弾性機構は、幅方向に伸縮性のある織物材料
を提供するために、張力をかけた状態にある少なくとも２つのシートに幅方向で取り付け
られる。製品のアレイの実施形態によれば、弾性機構は、長さ方向および幅方向の両方に
延びる弾性フィルムを備える。製品のアレイのさらに別の実施形態によれば、後方部分の
弾性レッグ機構は、後方部分の側縁部から物品の縦方向中心線に向かって延びる。製品の
アレイ（図示しない）の実施形態によれば、内部の使い捨てパンツ型吸収性物品のサイズ
を表示する外部マークが、パッケージの上に設けられる。
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